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0.用語説明

NH₄⁺…生物の排泄物や有機物の分解、生活･産業･農業排水(尿素やアンモニ

ウム硫酸塩など)に由来する。

NO₂⁻…NH₄ ⁺が亜硝酸菌🦠 による分解によって生成、または人為的な排水
などに由来。嫌気的条件下では脱窒菌🦠 による脱窒によって窒素ガスとなる。

NO₃⁻…NO₂⁻が硝酸菌🦠 によって酸化されて生成、または雷による放電によ
って大気中の窒素が酸化、または大気中の窒素酸化物が雨とともに地表に供
給される。そして上記無機態窒素と同じく排水に由来する。植物が直接吸収
できる主要な窒素源であり、NO₃⁻の適切なバランスは、水質の安定と生態系
の健康維持には不可欠である。

※過剰に存在するとアオコなどを引き起こし、湖沼や河川の富栄養化を促進する



COD(化学的酸素要求量)

水中の有機物や還元性物質(NO₂−など)が酸化される際に消
費される酸素の量を示す指標のこと。COD値が高いほど水
環境の悪化を示す。

NH₄⁺ → NO₂⁻ → NO₃⁻

★好気的環境下では硝酸菌が酸化する

亜硝酸菌🦠 硝酸菌🦠

〜アンモニウムイオン
分解の流れ〜

脱窒菌
🦠

N₂(空気中へ)

窒素固定菌🦠



1.実施条件

①天候が晴れであること。

②前日の降雨による河川の増水や濁りなどがない安定し
た条件下で実施すること。

③調査日時は地点による値の差が明確に現れる7月下旬か
ら8月上旬に設定。

④各種パラメータの測定にはパックテスト(共立理化学研究所)
を使用。



2.調査地点



宮後橋

NH₄⁺



NO₃⁻ NO₂⁻

★無機態窒素等の値が他の調査地点と比べ高い。



※🦠 が宮後橋調査地点



夏季の方が値が顕著に出る
→

・施肥に由来する窒素成分が降雨や灌漑によって流出している可能性
・高温による微生物の活動が活発になり、有機物の分解が加速している可能性
・夏の大雨により底泥がかき乱され、堆積していた無機態窒素が放出された可能性

NO₃⁻ NO₂⁻



鳩ヶ谷大橋

NO₃ ⁻

★NO₃⁻の値が大きい



第七調節池

NO₃⁻ NO₂⁻



★NO₃⁻・NO₂⁻の値が低く、pH・CODの値が高い



植物プランクトンの増殖によって引き起こされた可能性が高い

・pHが高い…植物プランクトンの増殖によって水中の二酸化炭素が消費され、結
果として塩基性に偏る。

・NO₃⁻・NO₂⁻の値が低い…植物プランクトンの肥料分として吸収された

・CODの値が高い…植物プランクトン自体や、その死骸などが有機物として検出
された。

・実際この調節池の沿岸部で小規模なアオコと思われる現象の発生を確認

※夏季の高温、嫌気的な環境が発生し、脱窒菌🦠 の働きが促進された可能性



Aulacoseira属
→棒状のプランクトン。珪藻類。

Microcystis属
→コロニー状のプランクトン。藍
藻類。

※本研究におけるプランクトンの種同定には
限界があり、同定結果が必ずしも正確である
とは限らない。

2024,7,27採水



Aulacoseira属とMicrocystis属の特徴



生物調査

調査地点の様子



ヌマエビ類…すべての調査年で多数確認され、安定した生息が確認

クロメダカ・ヨシノボリ類…どの調査年も一定数確認

コイ科魚類…採集数の割合が減少傾向

★モツゴ・オイカワなど高温に弱い魚種の生息数が減少している可能性

※タモ網で採集したものは(タ)、セル網を用いて採集したものを(セ)と表している



近年水温が大幅に上昇
→気候変動による気温の上昇に伴うもの

水温上昇により懸念される問題

・生物種の減少

・外来種の増加

・アオコの発生

・溶存酸素量(DO)の低下

・高温による有機物の分解速度減少

生態系の質の低下



今後の研究の課題と展望

・鳩ヶ谷大橋の数値の解明(流入源の特定など)

・第七調節池でのより正確なプランクトン種同定

・セルカウンター等を使った植物プランクトンの正確な量的比較。

・植物プランクトンの特定条件下における増殖率の調査

・今後も継続的なモニタリングを行い、水温上昇等の水 質変化がが生態系

へ及ぼす影響を詳細に分析



ご清聴ありがとうございました
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